









































































































































































































































・1step のメンバー 1名を含む 7名
表７　学生だからできること
学生だからできること 他グループからの感想・疑問
活　　発
・企画力がある (その地域ならではの活動を行える )
・発想力がある
・体力がある
若　　い
・情報発信を活発にすることが出来る。
・今の流行が分かる。
・誰でも手に入る情報とは何か。
・学生ボランティアだからと内輪に固執せずに、周り
の声を聴こう。
知　　識
・社会勉強になる
・将来の役に立つ。
・知識を学ぶ、理解すること＝ボランティア (支援 )
になる
交　　流
・様々な世代の方と交流が持てる
・地域住民と交流が持てる。
・世代間交流が出来る
・地域について知れる
短　　期
集　　中
・楽しいこと (やりたいこと )だけできる。
・学生生活のなかの時間だけで終わることが出
来る。(嫌ならすぐに辞めることが出来る )
・失敗しても、そんなに責任がない
・最低限のモラルは忘れずに、でもチャレンジも大切。
学生の特権
・友達を呼び、一緒に考えることが出来る。
・若いと言って、話しかけてもらえる。
・親しみやすい。
・可愛がられる
そ　の　他
・大人と子どもの考え方が異なる。
・伝統とTwitter を連携、学生の盛り上げ方
・若者に寄りすぎても、伝統に寄りすぎてもついてい
けない。
表 8　学生だから難しいこと
学生だから難しい 他グループからの感想・疑問
活　　発
・信頼度は低い ?
・言葉遣い等が相手に伝わらない場合がある。
・どうすれば信用されるのか。
知　　識
・法律に関わることなどには介入しにくい。
・その土地の環境についての理解が難しい。
５．グループワークのまとめ
本グループワークに関して、4つのテーマに振
り分けて「学生だからできること」、「難しいこと」
について検討してみた結果、様々な意見が挙がり、
活発なグループワークとなった。
学生の立場から知識や学びを様々な方向性から
見つめて、自分たち学生ができることを一人一人
が試行錯誤しながら活動している。その中で、学
生として活動する際にできることや難しいと思わ
－ 39 －
というような投げかけの言葉があった。これは、
学生に限らないことではあるが、ボランティア活
動をしていく中で、課題に対し、一人ひとりがど
のように工夫したら改善していけるのかを常に考
えていく必要があるということだ。
６．参加者アンケート集計
・1step と日本社会事業大学ボランティアセン
ターのボランティアコーディネーターを除いた参
加人数は24名　(うち、アンケート回収人数19名 )
－ 40 －
７．おわりに
　ここでは、本企画へ寄せられた参加者の声と今
後の 1step の課題について記載する。参加者の声
は、「ボランティアについて改めて考えることが
出来た。今まで知らなかったボランティアについ
て知ることが出来た」「参加型の企画で、経験あ
る先輩や社会人の方々の体験してきたことや、活
動の仕方を聞くことができて良かった」「いろん
な人と関わって様々な視点ではなしができた」な
どの感想があり、参加者と一緒に考え、学生のボ
ランティアについて共有するという本企画で掲げ
た目標を１つ達成することが出来たのではないか
と考えている。一方で、「学生ボランティアだか
らできることは整理されたけど、参加者がボラン
ティアをするきっかけになったかは疑問」といっ
た声や、グループワークのテーマや分類について
の改善案などの声もあった。今後の展望として
は、今回の学びを踏まえて、どのようにしたら学
生が一歩を踏み出せるのかを 1step の課題の一つ
とし、また、他大学、多世代交流の点も企画等に
盛り込みながら、1step の活動を行っていきたい。
　最後に、本企画にご参加、ご協力いただいた方々
に深く御礼申し上げます。　　文責：1step	北藤
